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 本日、東伊豆町において、令和４年度子供・若者育成支援強調月間第38回東伊豆町青少

年主張発表大会が開催されますことを心からお慶び申し上げます。また、日頃から新型コロ

ナウイルスの感染拡大防止に努めながら、子供・若者の健全育成や支援活動に積極的に取り

組まれている皆様の御尽力に対し、改めて感謝申し上げます。 

 

本県では、「富国有徳の美しい“ふじのくに”づくり」を県政の基本理念に掲げ、県民幸

福度の最大化を目指し、人づくり、富づくりに取り組んでいます。とりわけ、子供や若者の

健やかな成長は、県民の願いであり、子供や若者が「生きる道」を見出し、「有徳の人」と

して歩めるよう、適切な支援を行うことが重要です。そのために、「地域の子供は地域の大

人が育てる」という決意の下、家庭・学校・地域・職場がそれぞれの役割を果たし、連携を

深め、互いに学び、支え合う教育を推進しています。 

 

コロナ禍を契機としたＩＣＴ化の急速な進展により、人々の生活は大きく変化していま

す。例えば、テレワーク、オンライン授業の広がりは、非対面での仕事や勉強が可能となる、

などの便利さをもたらしました。その一方で、対面での交流機会や体験活動の減少、ネット

依存・ゲーム障害といった課題も懸念されています。また、引き続き、ニートやひきこもり、

不登校、貧困、児童虐待、ヤングケアラーなど、複雑な問題を抱えた子供や若者への支援も

推進していく必要があります。 

 

こうした課題に対応するため、県では「ふじのくに若い翼プラン―第４期静岡県子ども・

若者計画―」の下、子供たちの成長と自立に向けた支援はもとより、困難を有する子供や若

者、その家族への支援、さらには、子供が安心して生活できる環境、地域づくりを推進して

います。 

 

取り巻く環境が大きく変化し、社会に対応する力が求められている今だからこそ、“ふじ

のくに”の若人が「生き抜く力」を身に付け、夢に向かって自らの翼で羽ばたいていけるよ

う、県や市町のみならず、地域住民団体等が連携・協力し合い、一体となって取り組むこと

が重要です。まさに地域ぐるみ・社会総がかりの教育が求められています。全ての子供・若

者がかけがえのない存在として誇りと自覚を持ち、「有徳の人」に成長していくために、引

き続き、育成支援活動に携わる皆様をはじめ、県民の皆様の御協力を賜りますようお願い申

し上げます。 

 

結びに、本大会を契機に、県内各地において社会総がかりの子供・若者育成支援活動が、

ますます活発に展開されますことを祈念いたしまして、メッセージといたします。                               
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子供たちの未来のためにできること 

熱川小学校６年 木田 真奈羽 

 

 私は、この夏、テレビで悲しいニュースを

何度か見ました。それは、「親が車の中に子供

を置いていき、熱中症で子供が亡くなってし

まった。」「親が出かけるために、子供を家に

置いていき、エアコンをつけずに熱中症で亡

くなってしまった。」というものです。私はこ

のようなニュースを見ると、本当にいやな気

持ちになります。二･三歳の小さな子が亡くな

ってしまうなんて本当に悲しくて、朝からそ

のような暗いニュースを見たくないです。 

そこで、私は、どうして車や家などに子供

だけを置いていってしまうのか。どうしたら

そのような事件が無くなっていくのかについ

て考えてみました。 

 なぜ、車の中や暑い部屋の中に子供を置い

ていくのかについて、理由として考えたこと

がいくつかあります。一つ目は、家族や友達

との話に夢中になりすぎて置いていってしま

うのではないかということです。 

二つ目は、出かけるのに子供を連れて行き

たくないのではないかということ。三つ目は、

子供を連れて行くと、泣いたり、かんしゃく

を起こしたりしてうるさくしてしまい、周り

の人たちに迷惑をかけてしまうと考えている

こと。そして、四つ目は、親が、自分のこと

しか考えていない。自分のことで精一杯だと

いうことです。   

このように、置いていかれる子供のことを

よく考えずに、親の都合で、車の中や暑い部

屋などに置いていってしまうのではないかと

考えました。 

そこで、どうしたらこのようなことが無く

なるか考えました。私が考えた一つ目の方法

は、親せきの人に預ける方法です。親せきで

あれば、頼ることができるし、信頼できるの

で預けても安心して出かけることができるか

らです。 

それでも、中には頼れる親せきが近くにい

ない人もいます。そういう人は、ベビーシッ

ターさんや子供を預かる仕事をしている人に

預ける方法が良いと考えました。しかし、ベ

ビーシッターさんは都会には沢山いるようで

すが、東伊豆町のような人口の少ない町では、

なかなか見つからないようです。 

そこで、頼れる人がいない人たちでも気軽

に子供を連れて行けるようなところや相談で

きるところを作れば良いと考えました。 

調べてみると、東伊豆町にもファミリーサ

ポートセンターという制度があり、子育て中

の人が、仕事や急な事情で子供の面倒を見る

ことができないときに、預かってくれるそう

です。会員登録しておいて、困ったときに依

頼すると、預かることができる人に紹介して

くれるそうです。 

私は、今回調べてみて、初めてこのような

制度があることを知ったので、もっとたくさ

んの人に知らせて、多くの人が利用できるよ

うになったら良いなと思いました。 

また、学校の社会科の授業で、「子育て支援

の取り組み」について学習しました。その中

で、お年寄りと子供たちが一緒に遊んで、お

互いが楽しく過ごしている施設があることを

知りました。その施設では、中学生や高校生

のボランティアの人も、協力していました。 

私たちの東伊豆町でも、お年寄りと小さい

子供たちが一緒に集まって、遊んだり交流し

たりできるような施設や公園などの工夫がで

きると良いと思います。 

私の家の近所には、二歳の男の子がいます。

赤ちゃんの時は、お母さんが抱っこしても泣

き止まなくて、お母さんが困っていることが

ありました。でも、そのお母さんが外で赤ち

ゃんを抱っこしていると、 

「どうしたの？」 

と声をかけてくれたり、 

「可愛いね。」 

とあやしながら、抱っこを代わってくれたり

する人がいたそうです。そのお母さんは、 

「お父さんが、仕事に行っていて家にいない

時間だったから、近くに助けてくれる人が

いて、本当に助かったんだよ。」 
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と話していました。私が、男の子と遊んでい

るときにも 

「助かるよ。」 

「一緒に遊んでくれてありがとう。」 

「遊んでくれるお姉ちゃんがいて、喜んでい

るよ。」 

と言っていました。私の住む東伊豆町には、

このように、近所の人たちのつながりがあっ

て良かったと思います。 

  小さい子供を死なせてしまった人たちの身

近にも、声をかけたり助けたりしてくれる人

がいれば、子供たちの命が助かったのではな

いかと思い、残念な気持ちになりました。 

  暗い事件が起こってからでは遅いので、一

人で考え込まずに身近な人に相談し、助け合

って、小さい子供たちの命が奪われるような

悲しいニュースが無くなって欲しいです。 

そして、私は、小さい子が好きなので、こ

れからも地域の人に声をかけて、少しだけれ

ど、地域の人たちの役に立っていきたいと思

います。 

 
 

平和な暮らしを守りたい 

稲取小学校６年 鈴木 莉音 

 

 夏休み中の出来事です。私は祖母の手伝い

で畑に来ていました。いつも通りにラジオを

つけ、畑仕事を手伝っていると、ラジオから

一人の老人の声が聞こえてきました。その声

の持ち主は、八十代の女性で、子供のころに

戦争で命を落としかけた人でした。それは今

から七十年ほど前のことだそうです。ある日

突然、大きな爆発音とともに家が燃え始め、

彼女は、命からがら家を飛び出したそうです。

空を見上げると、目の前には、アメリカ軍の

爆撃機が姿を現しました。彼女は急いで別の

建物に避難しました。安心して腰を下ろした

矢先、ミシミシと聞こえる音を耳にしました。

不安に感じた彼女が再び、その建物から飛び

出した直後、背後からは建物が崩れ去る音が

聞こえ、燃えさかる炎がその建物を包み込ん

だそうです。この話を聞いたとき、真夏の日

差しを浴びていたはずにもかかわらず、私は

背筋が凍るような感覚を覚えました。 

 今、私たちが暮らす日本は、戦争はなく、

平和な国になりました。しかし、世界中を見

渡せば、今なお戦争で苦しむ人々が暮らす国

もありまます。私は、ラジオで話をしていた

女性のように、戦争で怖い思いをしたことは

ありません。でも、その女性も怖い思いをし

たかったわけではないと思います。今も戦争

の恐怖におびえる人々も、また、戦争を望ん

でいるとは思えません。 

 どうすれば悲惨な戦争を無くすことができ

るのでしょうか。そのためには、何が必要な

のでしょうか。考えているときに思い出した

のが、担任の先生がおっしゃられた言葉です。

先生は普段、冗談ばかり言って、みんなを笑

わせている先生です。ある日、そんな先生が

珍しく真剣な表情で、「人を許す心が大切です

。」とおっしゃられました。「人を許す心」と

いうのは、過ちを犯してしまった人を憎むの

ではなく、なぜ、そうしてしまったのか、自

分はどうするべきだったのかを考え、お互い

に理解していくことだとお話しされました。

また、小さな過ちであれば、「大丈夫だよ。」

と、言葉をかけ、許していくことが大切だと

もおっしゃっていました。 

 このお話は、身近なところではもちろん、

国どうしが争う戦争にも当てはまるのではな

いでしょうか。最近、ニュースを見ていると、

ロシアとウクライナの戦争について目にする

ことが多くあります。この戦争が起こった背

景には、歴史的な問題や経済的な問題がある

ようです。しかし、戦争に発展する前に、お

互いの国が「許す心」をもつことができれば、

この戦争は起きなかったのではないか、すぐ
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に終わらせることができたのではないかと思

います。また、ニュースを見ながら、あらた

めて、日本は平和な国だと実感しています。

日本では、多くの人が、食事に困ることもな

く、勉強をしたり、遊んだりすることができ

ます。それは本当に幸せなことなんだと感じ

ています。 

 戦争を無くしていくために必要なことは、

「許す心」をもつことだと考えました。「許す

心」を世界中の人々がもつことができれば、

世界から戦争は無くなり、世界中の人々が平

和で豊かに暮らすことができるようになると

思います。今の私たちには、戦争を止めるこ

とや戦争に苦しむ人たちを助けることはでき

ません。ただ、平和な国、日本に生まれたこ

とに感謝し、「許す心」の大切さを理解しなが

ら行動していくことは、今の私たちにもでき

ます。争いは、人の心が生み出すのです。友

達とのいざこざや家族とのけんか、これらも

相手を「許す心」があれば起きませんし、起

きたとしてもすぐに解決することができます。

私たちの町、東伊豆町には、一万人以上の人

が暮らしていますが、そこでも同じことが言

えるのではないでしょうか。平和な町にして

いくことが、平和な国をつくり、平和な世界

をつくっていくのだと思います。まずは、私

たちの身の回りで、みんなが平和に暮らせる

社会をつくっていくことが大切です。その積

み重ねが、ラジオで話をしていた女性のよう

な人を生み出すことなく、みんなが笑顔で平

和に暮らせる世界をつくっていくのだと信じ

ています。 

 

 

 

 左利きとユニバーサルデザインの重要性 

 熱川中学校３年 栂野 強 

 

みなさんは何利きですか？また、利き手で

不便に思ったことはありませんか？ 

 私は、左利きです。私はよく、 

「左利きって、色々有利そうだね。」 

と、言われます。おそらく、左利きでスポー

ツをやっている人は共感できると思いますが、 

僕はその言葉があまり好きではありません。 

なぜなら、僕の経験上、左利きは、必ずしも

有利というわけではないからです。 

 例えば、私の所属していたソフトテニス部

では、左利きのサーブは右利きの人に対して

は有利です。しかし、それは左利きの人に右

利きのサーブは有利ということにもなります。

このように考えてみると、左利きが必ずしも

良い条件ではありません。 

 逆に左利きは日常生活で不便なことが多く

あります。世の中のものは、ほとんどが右利

き用にできています。ペットボトルのふたや

はさみ、ドアの取っ手や駅の自動改札機など、

様々な場面で不便だと感じます。ボールペン

はペン先のボールが上手く回らず、扇子はあ

おぐたびに閉じていきます。また、食事のと

きは、毎回隣の人に肘が当たってしまいます。

そのたびに、 

「大丈夫だよ。」 

と言ってはもらえますが、なんだか申し訳な

い気持ちになります。一部のスポーツで左利

きの有利さだけを大々的に伝えているため、

困難ある生活をしている私たちをうらやまし

がるという構図ができあがってしまっている

のかもしれません。 

そこで、気になって利き手について調べた

ところ、利き手は遺伝的な要因の他に環境的

な要因で決まるとありました。 

遺伝的な要因は、母親のお腹の中にいる胎

児の頃に、指しゃぶりをさかんにする同じ指

があるという研究結果が出ているように、生

まれる前から使いやすい手が決まっている状
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態です。それと対照的な環境的な要因は、幼

少期の過ごし方における使用頻度のことです。

小さな子どもは、利き手という意識はなく、

どちらの手も使います。二歳ぐらいなると、

親のやっていることを真似しようとする行動

がみられ、親が正面にいると、親の持ってい

る手を鏡のように真似しようとするため、親

が右利きであると子どもは左で物をもち、左

利きでないかと思わせる行動をとるそうです。

四歳頃になると利き手は固定されますが、そ

れまでの環境は多分に影響します。幼い頃に

右手を骨折してギプスをはめたりしていると、

左手を使うことが多くなり、そのまま左利き

になる例も報告されています。そのため、右

利きも左利きも、小さな子どもが意思をもっ

てなるわけではありません。しかし世間では、

子どもの左利きを右利きに直そうとするなど

の話も聞いたことがあり、実際私も多少訓練

をした記憶があります。不便な生活をさせた

くないという親の愛情があるということは十

分わかっています。問題となるべきところは、

左利きで生まれたことや生活することではな

く、少数派である左利きにとって過ごしにく

い社会の仕組みがあるということだと考えて

います。 

 同じような悩みをもっている人もたくさん

いるはずです。詳しく調べていくと、すぐに

出てきたのは、ユニバーサルデザインという

言葉です。 

 ユニバーサルデザインとは、性別や年齢、 

能力の違いにとらわれずに、多くの人が利用

しやすい、製品や設備などのことを指すそう 

です。その中には、左利きの人でも使いやす

い道具もありました。はさみは刃合わせが逆

になっていて、定規の目盛りは逆からふって

あります。ワインのコルク抜きも逆巻きに作

られています。 

 また、ユニバーサルデザインには、視覚障

がい者のための点字のついたシャンプーや、

海外の方にわかりやすく伝えるためのピクト

グラムなど様々な人に情報を理解してもらう

工夫があると知りました。これらの情報を必

要とする人は、ごく少数しかいません。その

少数の人たちにも正確な情報を伝えようと社

会は動いていることを実感しました。 

 左利きの人は世界で約十パーセントしかい

ません。視覚障がいとなるともっと少なくな

るはずです。日本にある看板を外国の方が目

にする機会だって頻繁にあるわけではありま

せん。しかし、そんな少数の人たちのために

行動してくれる人がいると知り、すごくうれ

しく感じました。これをきっかけに、僕は自

分でも何か行動できるようになりたいと思い

ました。 

 僕は、左利きの悪いところだけ見ようとす

るのではなく、左利きだからこその良い部分

を見ることが大切だと思います。そのような

考え方が全ての人たちに生まれていけば、少

数しかいない困っている人達や苦しんでいる

人達が、生きやすい社会になると信じていま

す。 

 「僕は左利きなんだ。左利きは、こんな良

いところがあるんだよ。」 

と胸を張って言えるように毎日の生活を少

しずつ変えていこうと思います。 

 

     

 

持続可能な世界を目指して 

稲取中学校３年 鈴木 奈都菜 

 

世界に目を向けてみると、貧困や紛争など

の問題が起こり続けています。また、その他

にも気候変動の問題、そして感染症の問題な

ど、数え切れないほどの課題に私たちは直面

していることに気がつきます。このような問
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題を抱えながら生活をする私たちは、はたし

て幸せであるといえるのでしょうか。 

近年、ニュースや授業などで、「SDGs」と

いう言葉をたびたび聞くようになりました。

「SDGs」というのは「持続可能な開発目標

」のことで、現在、世界中にある環境問題、

差別、貧困、人権問題といった課題を、二〇

三〇年までに解決していこうという計画のこ

とです。十七の大きな目標と、目標を達成し

ていくための、百六十九のターゲットで構成

されています。「持続可能」というのは、「何

かをし続ける」ということで、目標を達成し

ていくことが、私たちの幸せな暮らしにつな

がります。 

十七の目標は「一、貧困をなくそう」から

始まり、「十七、パートナーシップで目標を達

成しよう」まで、地球を守るため、世界中の

人々が幸せに暮らすための目標が示されてい

ます。これらのなかで、私はいくつかの目標

に注目しました。 

始めに注目したのは、五つめの目標である

「ジェンダー平等を実現しよう」です。二〇

二一年に行われた世界経済フォーラムで報告

された「ジェンダー・ギャップ指数」での日

本人のスコアは。百五十六カ国中、百二十位

で、主要七カ国中、最下位という結果が出ま

した。この指数は、教育や政治、賃金などの

様々な観点から男女差を比較したものです。

完全に男女が平等である状態を百パーセント

としたとき、日本は六十五パーセントでした。

このようなことから、日本ではまだジェンダ

ー平等の実現が難しいとされています。 

私は仕事や育児をする上でのジェンダー平

等について考えてみました。 

育児を積極的に行う男性のことを指す、「イ

クメン」という言葉があります。ジェンダー

平等の視点で考えると、「イクメン」という言

葉に違和感を覚えてしまいます。 

なぜなら育児を積極的に行う女性のことを

指す、「イクメン」のような言葉は聞いたこと

がないからです。また、「イクメン」の男性を

取り上げたテレビ番組を見たことはあります

が、育児を行う女性を取り上げた番組は見た

ことがありません。これらのことを考えてみ

ると、「イクメン」という言葉は、父親が仕事

、母親が育児や家事を行う家庭を前提にして

いるからこそ存在する言葉だと思います。こ

のように日本では、いまだに男性は仕事、女

性は家庭といった思考が強いように思います。 

仕事をすることや育児をすることが、男性

や女性ということに関係のない世の中、仕事

や育児を誰がしていても、それが当たり前で

ある世の中。このような世の中になっていく

ことで、「イクメン」が当たり前のことになり

、この言葉がなくなる社会を「SDGs」の目

指す二〇三〇年までに作って行かなければな

らないと思います。 

また、私の家庭のジェンダー平等について

考えてみました。私の家族は両親共に働いて

います。家族のために掃除や洗濯などの家事

もしています。両親共に働くという形はジェ

ンダー平等とも考えられます。ただ、とても

忙しく、仕事や家事が大変であることも事実

です。私の家庭のジェンダー平等を持続して

いくためには、周りの協力も必要になると思

います。例えば、家事を手伝ったり、身の回

りのことは自分で行ったりと、私のできるこ

とを最大限行うことで、父や母の負担を減ら

すことができます。こういった周囲の協力に

より、負担の軽減をしていくことが大切だと

思います。家族のために一生懸命働いて、家

族のために一生懸命家事をしてくれる両親に

とても感謝しているからこそ、その感謝を行

動にも表現し、私の家庭のよりよいジェンダ

ー平等の形を築いていきたいです。 

次に注目したのは、十番目の目標である「

人や国の不平等をなくそう」です。現在、多

くの差別が存在すると思います。先ほど話し

たジェンダーにおいても差別がありますし、

人種差別や職業差別などもあると思います。 

世の中には、たくさんの価値観や考え方を

持った人がいます。百人いれば百通りの人生

や生き方があるので、価値観は人それぞれあ

るのが当然だと思います。ですが、その価値
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観の違いから、差別が生まれていることも事

実です。なぜ差別はなくならないのでしょう

か。差別を生んでいるのは、それぞれの「違

い」にあるのではなく、「無知」や「無関心」

にあると私は考えます。 

例えば、体にハンデのある方がいたとしま

す。ハンデのある部分にも、人それぞれ違い

があり、人の手助けの必要な方もいます。ま

た、社会では「健常者」と呼ばれる私たちも、

人の助けや支えがなければ生きていくことが

できません。人の助けが必要という点では、

障害のある人もない人も同じだと思います。

誰にでも助けは必要であるということは、多

くの人が理解していると思います。ですが、

ハンデがあるという理由で手助けすることに

ついて、その手助けを嫌がる方もいるという

ことまで理解しいる人は、決して多くないと

思います。これを知らずに手助けをすると、

手を出された相手は、差別されていると感じ

てしまうこともあります。 

一人一人が違うからこそ、一人一人の違い

を正しく理解すること。相手のことを常に考

え、一人一人の気持ちや考えに寄り添うこと。

その上で、必要となる手助けを必要な場面で

すること。これらを互いに行うことが、差別

をなくすことに繋がるのではないでしょうか。

だから私は、これからも差別のことについて

たくさん学び正しい知識を身につけ、相手の

思いに寄り添った生活をしていきたいです。 

私は、「SDGs」について、二つのことを考

えてみました。「SDGs」には、まだまだ多く

の達成されるべき目標があります。持続可能

な世の中にしていくためにも、私たち一人一

人が、「SDGs」「持続可能な開発目標」を知

り、達成するための行動をしていくことが必

要です。この世界で暮らす一人として、私は

持続可能な地球を作るための努力をこれから

も続け、世界中の人たちとともに、すばらし

い未来を作っていきたいと思います。   

 

 

 

「言葉」がもつ力 

稲取高等学校１年 八代 勇渡 

 

 みなさんは誰かに応援されたり、励まされ

たりしたことはありますか。誰かが応援して

くれると、とても嬉しく、力になります。例

えば、大事な試験の前の「がんばれ」の言葉

や、きつい練習の中でかけられる「ファイト

」などの言葉もそうです。僕も、部活動の際

によく励ましの言葉をもらっています。 

 では、なぜ応援されたり、励まされたりす

ると嬉しくなるのでしょうか。それは、言葉

には大きな力があるからだと思います。しか

し、逆に捉えれば、それだけ簡単に人を傷つ

けてしまうこともあるということです。では、

言葉はどのように使えば良いのでしょうか。 

 僕は、中学生のときにソフトテニス部に所

属していましたが、あまり良い結果を残すこ

とができないまま部活動を引退してしまいま

した。そしてこの４月に高校に入学し、どの

部活動に入ろうかと迷っていました。僕はも

ともと走ることが好きで、自分の得意なこと

を活かしたいと思ったので、陸上部に入部し

ようと決めました。そこから高校での部活動

生活が始まりましたが、そこで僕は、あらゆ

る場面でカルチャーショックを受けました。 

 その中でも大きく異なることのうちの一つ

は、先輩と後輩の上下関係です。それは、自

分の想像よりもさらに厳しいものでした。ま

ず、先輩より先に活動場所へ行き練習の支度

をするのは当たり前で、１年生が遅れて先輩

方に支度をさせてしまうようなことをした日
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にはとても怒られます。そして、それ以外に

大切なことは、先輩よりも先に大きな声で挨

拶をし、何か助けてもらったときには必ずお

礼をすることです。部活動が始まる前の「こ

んにちは！」「おはようございます！」や、部

活動が終わったの「お疲れさまです！」をは

っきりと伝え、先輩に対して失礼がないよう

に常に気を付けています。 

 １年生として入部してすぐには、３年生に

とって最後の大会となるインターハイが控え

ていて、１年生は全力でその先輩方をサポー

トします。僕は、部活動中に「ファイト！」

と大きな声を出し、雰囲気を盛り上げられる

ように努力しました。そしてインターハイが

終わり先輩方が引退してしまうと、自分たち

が初めて出場する大会である新人戦に向けて

練習を開始します。しかし、引退した後でも、

陸上部の先輩方は部活動に顔を出して一緒に

練習してくれたり、優しく声を掛けてくださ

ったりします。僕はそんな先輩方をとても尊

敬しています。先輩方から「新人戦頑張れ！

」「県大会に行けるように頑張れ！」と言って

もらえる度にとてもやる気が出て、辛い練習

でも頑張ることができます。 

 その一方で、自分がうまくいかず悩んでい

るときには、先輩方が掛けてくださるその言

葉がプレッシャーになってしまうこともあり

ます。それは、その時の自分自身がもつ不安

や葛藤が原因となっているのであって、先輩

方がかけてくださった言葉は何も悪くありま

せん。悪意をもった言葉ではなかったとして

も、受け取る人の捉え方によってその意味が

変わってしまう。これは、「言葉」がもつ大き

な特徴ではないでしょうか。 

 しかし、自分に対してプラスにはたらく、

「言葉」のとても大きな力を実感する出来事

がありました。新人戦に向けて練習を行い、

ついに迎えた本番。その日はとても朝が早く

「この日のために頑張って練習をしてきたん

だ」と考えるととても緊張し、このままでは

実力をだしきれないのではないかという不安

に襲われました。そう思っていた矢先、新人

戦の会場まで３年生の先輩が足を運んでくだ

さり、一緒にアップをしながら僕の緊張をほ

ぐしてくれました。「大丈夫大丈夫！」「勇渡

なら大丈夫さ！」。こういった先輩の言葉はと

てもありがたく、勇気と力をもらうことがで

きました。 

 そして、自分の出る種目の招集の時間にな

りました。同じ陸上部の仲間が県大会への切

符を掴んでいる中、「本当に県大会に出場する

ことができるのだろうか」と考えてしまう自

分がいました。本当に自分に自信を持つこと

ができず、考えること全てがネガティブにな

っていました。無理やり笑顔になろうとして

も上手く笑うことができません。そんな僕に

先輩が再び声を掛けてくださいました。「勇渡

なら大丈夫！」「自分の今の全力を出せば絶対

に行ける！」。僕はこのときの先輩の言葉を今

でも鮮明に覚えています。自信がみるみるう

ちに湧いてきました。そして、その言葉のお

かげで、この言葉をもらったことで今まで自

分にあったマイナス思考がきれいさっぱりと

なくなり、僕は自己ベストを記録し県大会へ

の切符を掴むことができました。先輩や先生

からの「言葉」、部活のメンバーからの「言葉

」のおかげで今回の新人戦で良い結果を残す

ことができたのだと思います。 

 「言葉」には自分に自信や勇気をくれる大

きな力があります。そして、自分から相手に

勇気や自信を与えることもできます。一方で、

相手を意図せず嫌な気持ちにさせてしまうこ

ともあります。僕は、これから先も、「言葉」

がもつパワーを心に留めながら、相手にも勇

気や自信を与えられるような言葉を投げかけ

たいと思います。 
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進む高齢化を見据えて 

下田高等学校１年 進藤 寧緒 

 

現在、私たちの住む東伊豆町では高齢化が

進行しています。令和二年十月時点で東伊豆

町は高齢化率が四十六％で日本の高齢化率は

約二十九％であり、約 1.5 倍高く高齢化率が

が進んでいる状況です。また、二千二十五年

には超高齢社会となる試算があり、高齢化が

ますます進む見込みです。 

では、高齢化が進むとどのような問題が生

じてくるか考えてみました。大きくは二つあ

ると思います。一つは、国や各地域の経済の

低迷が起こると考えられます。文字通り若い

人の割合が減り、高齢者の割合が多くなるの

で、仕事をする人口が少なくなり、経済活動

が低下します。そうすると国や各地域の経済

が苦しくなり、生活するためのインフラ等の

環境整備や最も心配される医療費問題等が起

こると考えられます。現在では社会保障費は

約三十五兆円で、超高齢社会となる二千二十

五年には約五十四兆円になると試算されてい

ます。これにより国や各地域の財政が圧迫さ

れ、環境整備・教育費・医療費等様々な問題

が起こると考えられます。 

二つ目は、病院や医師・看護師不足問題で

す。高齢になると体調不良や免疫機能の低下

がどうしても起こります。それにより、病院

に通院する人が増加し、医師や看護師の負担

が大きくなり、地域医療がひっ迫することも

考えられます。 

 では、こうした問題に対してどのようにし

ていったら良いのでしょうか。まずは東伊豆

町の人口に着目してみました。東伊豆町が出

している人口ビジョンの資料によると、現在

東伊豆町には約一万二千人の方が住まわれて

います。ですが、約二十年後の二千四十年に

は、約半数の人数七千人にまで減少してしま

うと試算されています。原因は未婚率の上昇

や町外への転出があると思います。先ほどの

資料のアンケートによると、結婚する予定が

ないと考えた若者は約三割という結果が出て

います。その理由としては、経済的な不安や

結婚する必要性を感じていないなどがありま

した。未婚率を抑えるためには、出産・育児

を安心して行える体制を整えることが必要で

す。それには結婚をして東伊豆町に住む場合

は、結婚祝い金や生活支度金として、地域で

使用できる割引券等を発行するなど、結婚を

地域で盛り上げ歓迎する雰囲気が必要と思い

ます。結婚しやすい環境が整えられれば、将

来的にも出産する機会も増加し、人口も増え、

高齢化率の減少にもつながると思います。ま

た、若者を東伊豆町に住んでもらうために、

観光産業でもっと東伊豆をアピールして雇用

を増やすことが必要と考えます。それには私

たちの今までの先輩方も、たぶん私たちも進

学をして一度は他の地域に住むことになりま

す。その時に、長期休みを利用して友達を東

伊豆に連れてきて、この地域の素晴らしい観

光名所をいっぱい教えたら、その友達が大人

になったときにデートでも、家族旅行でも、

観光客として戻ってきてくれるかもしれませ

ん。友達を連れてきたら、町から補助金がで

たら、多くの友達を連れてこられると思いま

す。テレビやラジオ・ソーシャルネットワー

クでコマーシャルを打つことも大切ですが、

学生の時から素晴らしい東伊豆町をアピール

できたら、観光産業が盛んになり雇用も増え、

また東伊豆町の経済の起爆剤となり財政が豊

かになると思います。そうしたら、潤った財

政で環境整備や結婚・出産、育児の分野でも

より手厚く住んでいる人たちのサポートがで

きると思います。雇用もサポートも充実して

いれば全国からでも、近隣地域からでも若者

が東伊豆町に住むようになり、少子高齢化対

策にもなると思います。 

 二千二十五年に超高齢社会を迎えようとし

ている今、私たちにすぐに何かできることは

ないかもしれません。ですが、自分の考えや

想いを、周囲や町に伝えることで少しでも少

子高齢社会に歯止めがかかると思います。私

たちの明るい東伊豆町にするため、一人ひと
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りが身近な問題として捉え、みんなで考え協

力して取り組んできたいと思います。 

 

   

 

校則の大切さ 

伊東商業高等学校１年 山本 ゆりか 

 

 皆さんは校則について、どのようなイメー

ジを持っていますか？ 

 本来、校則とは「児童生徒が健全な学校生

活を営み、より良く成長、発達していくため、

各学校の責任と判断の下にそれぞれ定められ

た一定の決まり」と文部科学省は定義してい

ます。 

 校則は学校生活を送る上でとても大切なも

のです。生徒の将来を守るためにあるもので

あり、私たちは将来、様々な進路を選択して

いくため、校則を守らなければいけない責任

があると思っています。 

 ただ、厳しいルールだけが生徒のよりよい

成長、発達に繋がるとは思いません。また、

校則についてのニュースを見て考えることが

あったので校則について発表しようと思いま

した。 

 例えば、高校によって校則があまりない学

校があります。その一番のメリットは自由で

す。自由があることで生徒は明るく楽しさが

感じられる学校生活を送れると思います。校

則が厳しすぎると学校でも生活に対してスト

レスを感じてしまい、場合によっては厳しす

ぎることが非行につながってしまう可能性も

あると思います。 

 また、最近私が見たニュースの中で気にな

ったのが、「生徒指導提要が１２年ぶりに改訂

」されたことで、男女に差がある校則を変え

たという内容です。いわゆるブラック校則の

見直しについてです。 

 今では世間の理解も広がってるトランスジ

ェンダーの存在。ただ、それでもまだすべて

の人が理解しているわけではなく、偏見を待

った方もいます。それによってトランスジェ

ンダーの方々は自由に生きられない、縛られ

周りの目を気にして生きていかなければなり

ません。 

 私はブラック校則も偏見側の意見を待って

る人と同じではないかと思っています。女子

はスカート、男子はズボンの制服。髪型でい

えば女子は肩の長さまで、男子は耳の長さま

で。なぜこのように男女の差があるのでしょ

うか。 

 次に気になったニュースは、ウクライナか

ら避難してきた少女が日本の学校にいくとい

う内容でした。学校に行くときの様子の中で

ピアスをはずしている場面が取り上げられて

いました。ＳＮＳでは「ピアスはその国の文

化なのだからはずさなくてもよいのでは」と

いう言葉がありました。  

 また、もともと髪の毛が茶色い女子生徒が

教師から黒染めをしてきてと注意されました。

親が言っても信じてもらえず、何度も何度も

注意され女子生徒は不登校になってしまいま

した。他にも、兵庫県のある中学校では耳に

頭髪が 1 ミリでもかかると校則違反となり、

全生徒の前で謝罪し、その場で教師に怒鳴ら

れるそうで、男子生徒はその姿を見られ周り

からも笑われ不登校となってしまいました。  

生まれつきや文化の違いで周りと少し違う

容姿をしていることを否定してしまう内容の

校則が、生徒たちの将来の何に役に立つのか

私にはわかりません。男女に差がある校則ま

たは男子と女子の制服が性別で決まる校則も

私たち生徒たちの将来の何に役立つのかわか

りません。 

 これらのニュースに対し「非行防止」つま

り「子供を思った判断」や「子供の将来を思
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ってしたこと」などの意見を目にしました。 

 しかし、その行為は子供本人の意思や人権

を無視しています。子供のためだとしても子

供を傷つけてしまうことはあってはいけない

と思っています。 

 ＳＮＳで「厳しい校則を求める保護者や教

育関係者は多いです。校則が厳しければいじ

めなどが起きず安心できる。自由な校風だと

荒れやすいので心配という保護者の声を聞い

てきました。しかし、ブラック校則を無くそ

うというプロジェクトの１０代から５０代ま

での男女２千人に調査した結果ではイメージ

と反対の結果が出ました。つまり、校則指導

が厳しい学校のほうがいじめは起きやすかっ

たのです」という記事を見ました。 

 いじめが起きる原因は何でしょうか？ 

 その一つとしてコンプレックスを隠せない

という声をよく聞きます。私たちは大人子供

関わらず、見た目で判断する事が多いです。

大人の方々は派手な格好する子より落ち着い

た格好をする子に対して良い印象を持ってい

るイメージがあります。私たち子供でも大人

とは違った基準によって見た目で判断してし

まう子も多くいます。 

 ＳＮＳでも見た目に関して、心無い言葉を

見かけることも多々あります。このような状

況が子供の世界でも、絶対無いとは言い切れ

ません。 

 コンプレックスを持っている子は、学校で

は隠せない子もいます。そのような子は、自

分は周りからどう思われているのか、周りを

気にしながら学校生活を送っているでしょう。

そのような子どもたちを守ることができる校

則が必要だと思っています。 

 私は校則とは生徒のよりよい成長、発達し

ていくためにあるという文部科学省が言って

いることもそうですし、児童生徒が安心して

楽しく過ごせるように、また、集団行動をす

る上で仲間との関わり方を学ぶためにあるも

のだと思います。 

 子供の全ての自由を奪わず、行き過ぎた校

則で悩む児童生徒を助けることができるよう

に、自分がこのような考えをもってをいるこ

と広めていけたらと思っています。 

 学校の先生方は、本来の校則のある理由を

しっかり知り、児童生徒に寄り添い安心して

学校生活を送らせて私たちの将来を守ってく

れます。私たちは自分の将来のためにも校則

を守らなければならないのです。それほど校

則とは大切なものなのです。 

皆さんでもう一度、校則について深く考え

てみませんか？ 

 

    

 

ＳＮＳを正しく使うには 

伊東高等学校２年 清水 朝成 

  

 私たちは日常生活を送る中で分からないこ

とや知りたいことがあった時、スマートフォ

ンやパソコンなどで、インターネットを使い

簡単に調べることができます。 

 グーグルなどの検索エンジンエンジンの他

にツイッター、インスタグラム、フェイスブ

ックなどのＳＮＳがあります。ＳＮＳは検索

エンジンとは違い、リアルタイムで特定のワ

ードに対する端的な情報を得ることができま

す。ＳＮＳとは、インターネットを通じて人

と人をつなげるサービスのことです。ＳＮＳ

を使用する上でのメリットとして、 

・知りたい情報を得られる。 

・リアルな声を知ることができる。 

・交流の場を広げられる。 

・災害時の情報発信、受信に役立つ 

などが挙げられます。 

 また多くのデメリットもあります。 
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 例えば、誹謗中傷、デマ情報、詐欺、炎上

のリスクといったトラブルがあります。その

ＳＮＳのトラブルから、自殺をしてしまった

り、いじめが起きてしまうという事例があり

ます。 

 このようにＳＮＳは、使い方を間違えてし

まうと大きな事件につながってしまうことも

あります。ＳＮＳは匿名でコメントを投稿す

ることができるため、よく考えずにひどい言

葉を使ってしまいがちになっています。なの

で、ＳＮＳを使うときには、本当に投稿して

も大丈夫なのか、読む相手を傷つけないかな

どをよく考えてから言葉を選ぶ必要がありま

す。 

 ＳＮＳのトラブルに巻き込まれないように

するにはどうしたらいいのかといったことも

考える必要もあります。ＳＮＳのトラブルの

半数以上には、中高生が関わっているそうで

す。私たちのような中高生は、ＳＮＳをよく

利用するため、被害者にも加害者にもなって

しまうことが多いでしょう。 

 特に多いのがＳＮＳのやり取りから生じる

友達同士のトラブルです。 

 なぜそういったトラブルはなくならないの

でしょうか。それは、正しい使い方を知らず、

間違った使い方をしている人が多くいるから

だと思います。私は、規律やマナーを守る、

個人情報を書き込まない、他人の悪口、誹謗

中傷、噂などは絶対に書き込まない、といっ

たことが正しい使い方だと思います。ＳＮＳ

で誹謗中傷をする人たちはなぜそのようなこ

とをしてしまうのか、二つの理由が考えられ

ると思います。 

 一つ目は、匿名性によるものです。匿名性

は個人情報保護の観点では非常に有効なもの

ですが、中には匿名ということを悪い方向に

利用する人もいます。匿名だからばれないだ

ろう、みんなやっているし大丈夫だろう、と

いった安易な考えから誹謗中傷にあたる書き

込みをする人が多くなっています。 

二つ目は、正義感によるものです。正義感

で誹謗中傷をしている人は、自分は正しい、

悪い人は罰せられるべきだと思い込んでいる

ため誹謗中傷をしているという自覚がありま

せん。このように本来評価されるべき正義感

が、悪い方向に進んでしまうケースもありま

す。 

 さらに問題点として上げられるのはネット

依存についてです。私は学校で行われた、ネ

ット依存症のスクリーニングテストで中リス

クと判断されました。自分ではそれほどとは

思っていませんでした。私の通う学校全体で

もネット依存症の中リスクや高リスクと判断

される人が多くいました。全国的に見てもこ

の 5 年間で倍増し、全国で 93 万人と推計さ

れることが、厚生労働省研究班の調査結果か

ら明らかになっています。 

 なぜこのような結果になってしまっている

のでしょうか。私はインターネットには子供

から大人まで、楽しめるものが多く入ってお

り、のめり込んでしまう魅力があるからだと

思います。しかし、ネット依存症になってし

まうと、頻繁に使っていないと不安になった

り、友達とメールなどでのやり取りをしてい

るときにすぐに返信しないと自分だけ仲間外

れにされてしまうような恐怖感を持つように

なり、常にネットを使う事になるのだと思い

ます。ここには対策が必要です。 

 このような問題から自分自身を守る対策と

して、小中学校の義務教育の期間でＳＮＳの

正しい使い方やメディアリテラシーについて

の授業などで知識をつけるべきだと思います。

早い段階から一人一人がＳＮＳを正しく使う

ことを理解することで、誹謗中傷やいじめが

減っていくと思います。また、ネット依存症

にならないようにするために、ネットの利用

時間を決める、ネットを使わなくても楽しめ

る趣味などを持つ、そうすることで、ネット

から離れることができ、使っていなくても不

安にならないと思います。 

ＳＮＳは、私たちの生活に必要であり、生

活の一部となっており、なくてはならないも

のとなっています。しかし、日常になればな

るほど、インターネットには多くの危険が潜
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んでいることを理解し、今後、自分が、家族

が、ネットトラブルに巻き込まれないように

するために、フィルタリングサービスを使う、

家庭内でルールを作るなどといった家族で普

段の使い方を考え直す必要があるのではない

でしょうか。 

 一人一人がインターネットについて正しい

知識を身につけることによって、ネット依存

症やインターネットに関する問題が減ってい

き、みんなが楽しく快適にインターネットを

使えるようになると思います。 

正しいインターネットを利用することは、

知識・交流等から人々の生活をより豊かなも

のにしてくれるものです。可能性が大きく広

がることだと思います。それには一人一人が

協力していくことが重要であり、きっと良い

世界に導いていってくれる事だと思います。 

 

    
 



歴代発表者（青少年主張発表大会）

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回

昭和60年度 昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度 平成元年度

鈴木 活生 庄司 好男

土屋 時乃 遠藤 智美

雄谷 隆夫

三浦 周一郎

高
校
生

稲 取 高 等 学 校 松山 美加 田原 俊介 和田 めぐみ

伊 東 城 ヶ 崎
高 等 学 校

伊 東 高 等 学 校

下田北高等学校 鈴木 参日

下田南高等学校

伊 東 商 業
高 等 学 校

加藤 友美

稲取中学校３年 堀川 泰代 滝 悦子 平田 洋子 石原 尚子 古屋 桃子

稲取中学校２年 山田 幸二 滝 裕子 福岡 慈子 渡辺 奈穂子 田山 麻理絵

辻 由美子 加藤 正剛

鳥沢 たまき

大内 佳人

下田南(定時制)

中
学
生

熱川中学校１年 嶋田 千穂 飯田 瑞穂子 加藤 久美子 加藤 友美 小林 浩一

熱川中学校３年 前田 慶子 及川 智恵 稲葉 真紀 児島 涼子 稲葉 美穂子

稲取中学校１年 鈴木 有美子 福岡 慈子 金指 直子 田原 竜也 太田 雅也

熱川中学校２年 土屋 いづみ 兼子 まや 飯田 瑞穂子 稲葉 るみ子

鈴木 理史 川上 竜司 木村 昌弘

内藤 美奈子稲取小学校６年 加藤 郁美 鈴木 美恵子 渡辺 宏 村木 美輝

稲取小学校５年 村木 町子 山田 亜矢子 奈良 有希子 石井 夏菜 雲野 多惠

稲葉 隆行 稲葉 早千江 飯田 めぐみ

鎮田 泰代 稲葉 恭子 内藤 晴之

藤井 愛

回数

学校名

小
学
生

大川小学校５年 稲葉 賢史 後藤 麻衣子

大川小学校６年 飯田 瑞穂子 稲葉 美穂子

熱川小学校６年 井原 みゆき 森田 綾 島田 浩充 濱野 剛稔 横山 あかね

熱川小学校５年 小林 千枝
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第６回 第７回 第８回 第９回 第１０回

平成２年度 平成３年度 平成４年度 平成５年度 平成６年度

勝間田 秀寿

前田 朝子

小知和 寛子

飯田 めぐみ

伊 東 高 等 学 校

伊 東 商 業
高 等 学 校

下田北高等学校

土屋 富浩 前野 智恵子

飯田 ひとみ

下田南高等学校

飯田 剛弘

石原 尚子

高
校
生

稲 取 高 等 学 校 鈴木 一繁 飯田 仁美 高村 幸邦

宮原 崇敏 金指 貴子 山田 恵梨子 坂部 千秋

伊 東 城 ヶ 崎
高 等 学 校

下田南(定時制)

稲取中学校３年 田原 竜也

鈴木 照子 斎藤 立枝 小知和 寛子 花田 知子 遠藤 裕美稲取中学校２年

鈴木 未奈 古屋 彩花

金指 亮太 豊島 真美 鈴木 佑理 野澤 留実

稲取中学校１年 内藤 夕子 小知和 寛子 篠田 知子

飯田 留美 島田 深志 山本 稚奈

熱川中学校２年 土屋 はるか

不二山 千晴 溝尾 祐 不二山 仁美 野澤 留実 鈴木 美菜

中
学
生

熱川中学校１年

垂井 幸 桑原 加奈子 横山 真理 太田 博之 小池 正治稲取小学校６年

熱川中学校３年 秋永 美絵 鎮田 泰代

鈴木 精一郎 内山 亜紀子

木村 浩子 高羽 さやか 太田 惠子熱川小学校６年 木村 明人 戸田 景子

木村 奈津子 小林 真瑛 田神 敬祐 坂田 菜穂子山本 稚奈

飯田 洋一 片山 房子

飯田 多賀乃 横山 美和

回数

学校名

小
学
生

大川小学校５年

大川小学校６年

熱川小学校５年

飯田 剛弘 木村 和加子 山下 優子

木村 直樹 稲葉 世里子 稲葉 健太

稲取小学校５年 伊東 久恵 鈴木 智和 山田 美保子
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伊 東 高 等 学 校

伊 東 商 業
高 等 学 校

下田北高等学校

下田南高等学校

高
校
生

稲 取 高 等 学 校

伊 東 城 ヶ 崎
高 等 学 校

下田南(定時制)

稲取中学校３年

稲取中学校２年

稲取中学校１年

熱川中学校２年

中
学
生

熱川中学校１年

稲取小学校６年

熱川中学校３年

熱川小学校６年

回数

学校名

小
学
生

大川小学校５年

大川小学校６年

熱川小学校５年

稲取小学校５年

第１１回 第１２回 第１３回 第１４回 第１５回

平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度

五十嵐 広行

高橋 真未

濱野 友加

内山 太恵子

横山 綾子 米沢 知紘

横山 麻子 稲葉 留美土屋 健一 高橋 映年

太田 梓市川 容子

田中 有希子 鈴木 愛理

脇田 春啓 野澤 幸恵

村木 さやか 須藤 裕美 鈴木 梓 土屋 晋 村上 ゆりこ

金指 純子 内山 加奈子 前田 美佐子 鈴木 千絵

清水 高明 古屋 明日花 村木 貴桑原 敦子 秋田 真澄

湊 浩子 平川 城太朗

山口 宏美 上嶋 麻衣子 村木 貴稲葉 いづみ

遠藤 有希子 石垣 ちさと 佐藤 栄美 金指 令枝

稲葉 健太 飯田 多賀乃

河内 孝樹 佐藤 香里嶋田 早紀子 鈴木 美菜 乗松 宏衣

土屋 美和 山本 力道 久野 麻紀飯田 多賀乃

横山 宏美 曽我 真奈美 森田 みなみ

冨岡 志穂美 栗田 里美 内山 浩美 鈴木 友里子村山 恵美

内山 浩美

小野 仁実 米澤 亜弥 佐藤 翠 富岡 加織

横山 隆志 湊 渉子 相沢 祐樹

坂田 佳之 秋永 知南中島 亜希子 石森 千春

山岸 みづ紀 山本 紗弓

山本 茜岡田 真美 稲葉 愛美 稲葉 由莉 星野 健作

湯川 貴喜 稲葉 由莉 西尾 雅輝 木村 高徳
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伊 東 高 等 学 校

伊 東 商 業
高 等 学 校

下田北高等学校

下田南高等学校

高
校
生

稲 取 高 等 学 校

伊 東 城 ヶ 崎
高 等 学 校

下田南(定時制)

稲取中学校３年

稲取中学校２年

稲取中学校１年

熱川中学校２年

中
学
生

熱川中学校１年

稲取小学校６年

熱川中学校３年

熱川小学校６年

回数

学校名

小
学
生

大川小学校５年

大川小学校６年

熱川小学校５年

稲取小学校５年

第１６回 第１７回 第１８回 第１９回 第２０回

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

秋永 亮太田 美佐 金作 美紀 遠藤 央恵 佐藤 舞

森田 有希子 冨田 さち 前田 尚也 新居 功

星野 千秋佐々木 草平 遠藤 あゆみ 太田 裕介 石塚 里沙

村木 かお里 鈴木 成禎 飯田 宗一郎 千葉 崇幸

小野澤 宏太 菊地 恵 鈴木 俊太 土屋 奈菜

山田 佐世 平井 里奈 村上 麻実

黒田 祐介

野口 花菜

冨岡 志穂美

八木 厚子 上嶋 紗也加 齊藤 佳穂中山 美穂 本田 璃菜

石井 三香子 本田 華菜内山 浩美 鈴木 宏規

稲葉 寛美

鈴木 雅晃石森 千春 前田 友美 山本 茜 飯田 龍仁

山本 彩香 高﨑 頼梅原 千種 石川 泰希

芹澤 美沙 遠藤 悠子 内山 颯子 鈴木 里咲 山田 瑞季

岩間 康平 中村 駿介伊藤 梨紗 中村 賢哉 京極 雄大

歌田 裕美 稲葉 啓太郎 木村 美穂 木村 佳奈美 稲葉 拓人
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第２１回 第２２回 第２３回 第２４回 第２５回

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

伊 東 高 等 学 校
城 ヶ 崎 分 校

早瀬 明日香 森 正代 篠澤 勇志 土屋あゆみ

下 田 高 等 学 校 相良 龍太郞 石井 利枝

伊 東 高 等 学 校 横倉 園枝 中村 歩美 釜田 みずき 滝口 汐利 山田 美智子

下田北高等学校 山田 晴美 山田 剛史 横山 美紀

大鳥 瑞希

下田南高等学校 高村 和 上島 麻実

高
校
生

稲 取 高 等 学 校 梅原 麻美 岩崎 里音 竹内 遥香 前川 美悠

伊 東 城 ヶ 崎
高 等 学 校

宍戸 沙耶香

伊 東 商 業
高 等 学 校

太田 侑紀 中山 瑛里 吉田 美沙

木村 沙枝美

稲取中学校３年 森下 泰羽 山田 茉莉花 安森 沙耶 安部 尊誼 田村 彩

稲取中学校２年 塙 麻祐子 鳥沢 香純 宮崎 恵里奈

中
学
生

熱川中学校１年

熱川中学校２年 加藤 郁美

稲取中学校１年 米澤 茜 大塩 朝加

黒田 訓英 有賀 伊久磨 大兼 ことみ 八木 梨紗

熱川中学校３年 市川 加菜 富樫 貴史 石井 光晴 小澤 翔太

稲取小学校６年 石井 輝 鈴木 結稀 米澤 茜 村木 恭二 盆子原 茜音

熱川小学校６年 鈴木 亜実 大兼 ことみ 八木 梨紗 渡邉 里奈 中村 萌

大川小学校６年 木村 慎太郎 稲葉 大樹 石井 圭介 飯田 夕稀 後藤 隼希

回数

学校名

小
学
生

大川小学校５年

熱川小学校５年

稲取小学校５年
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第２６回 第２７回 第２８回 第２９回 第３０回

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

一
般

下田高等学校 村木 由仁 横山 蓮 山本 伊万里 相澤 蘭

伊東高等学校 土屋 かおる 日下 拳

伊 東 商 業
高 等 学 校

奥村 美咲 木村 遥 木村 円香 加藤 百夏 石井 茉夕子
高
校
生

稲取高等学校 阿部 佳澄 竜田 匠 上柳 希 中嶋 美幸 西田 翔

伊東高等学校
城 ヶ 崎 分 校

川合 清香 穴澤 なな子 加藤 美里 佐藤 恭子 小野 あいり

稲取中学校３年 宮崎 玲唯奈 太田 和希 山田 さくら 鈴木 綾乃 千葉 優寿花

稲取中学校２年

稲取中学校１年 鈴木 絢子 村木 亜未香 稲葉 亜汐 鈴木 琢也 齋藤 陸

熱川中学校３年 穴澤 なな子 飯田 夕稀 稲葉 義充 森 萌香 茂木 優紀
中
学
生

熱川中学校１年

熱川中学校２年 萩原 歩美 石井 奈菜子 臼井 裕貴 岩崎 航大 篠原 陽

稲取小学校６年 髙橋 大地 藤邉 光源 佐久間 祐也 太田 翔夢 梅原 千裕

稲取小学校５年

熱川小学校６年 加藤 博己 土屋 花音 田村 伊織 嶋田 翔太朗 鳥澤 侑生

飯田 咲喜 石井 那於 飯田 大喜

回数

学校名

小
学
生

大川小学校５年

大川小学校６年 石井 拓也 稲葉 陶真

熱川小学校５年
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一
般

下田高等学校

伊東高等学校

伊 東 商 業
高 等 学 校

高
校
生

稲取高等学校

伊東高等学校
城 ヶ 崎 分 校

稲取中学校３年

稲取中学校２年

稲取中学校１年

熱川中学校３年
中
学
生

熱川中学校１年

熱川中学校２年

稲取小学校６年

稲取小学校５年

熱川小学校６年

回数

学校名

小
学
生

大川小学校５年

大川小学校６年

熱川小学校５年

第３１回 第３２回 第３３回 第３４回 第３５回

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

本多 まゆみ

川端 綾 米澤 凛夏 髙羽 隆生 山田 龍道西田 亜美

稲葉 夕夏 齋藤 那希

小川 奈々

山田 真治郎

菊池 和磨 前田 雄太郎 佐藤 南星 山本 大翔山本 瑠夏

佐藤 彩音 太田 あゆみ青山 今日子

村木 美憂 清水 悠加 前田 晃佑 井口 恋来山田 朝陽

鈴木 泰晴 鈴木 友菜内山 世那 宮下 旦 内山 桃華

常盤 大聖

内山 結愛 藤井 菜々美 稲葉 理桜冨田 夏帆 小栁 李菜

長谷川 珠里 山本 晃己 木村 優太

強谷 菜々美 八代 隆世 黒田 ゆき 鈴木 尚 飯田 凛音

土屋 慶音 稲葉 佳丈 高羽 雄大亀浦 ももか 工藤 真帆

茂木 洋輔 木村 優太 柚田 唯生
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一
般

下田高等学校

伊東高等学校

伊 東 商 業
高 等 学 校

高
校
生

稲取高等学校

伊東高等学校
城 ヶ 崎 分 校

稲取中学校３年

稲取中学校２年

稲取中学校１年

熱川中学校３年
中
学
生

熱川中学校１年

熱川中学校２年

稲取小学校６年

稲取小学校５年

熱川小学校６年

回数

学校名

小
学
生

大川小学校５年

大川小学校６年

熱川小学校５年

第３６回 第３７回 第３８回

令和2年度 令和3年度 令和４年度

清水　朝成

横山 海斗 進藤　寧緒

髙瀬 真由

米澤 ゆず 八代　勇渡

竹内 楓 山本　ゆりか

田村 悠華 鈴木　奈都菜

生田目 朱莉 栂野　強

野口 はな 木田　真奈羽

鈴木 凛 鈴木　莉音

田村 豪人

宮下 耀

前田 瑠花

石井 六花

木村 侑和

山田 薫生

木村 真緒
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